
色とりどりのバラが咲き誇る、初夏の島田へ。

本ダイジェストの見方や出典はこちら

島田市のばらの丘公園で「島田ばらの丘フェスティバル」が
5月から6月上旬にかけて開催されました。
園内では約360品種・8,700株のバラが見頃を迎え、色鮮やかな
花々が来園者を魅了。華やかな初夏の景観が園内を彩りました。
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口コミ(SNS除) 29%

SNS 22%

テレビ・ラジオ 14%

Googleマップ 11%

Web(施設) 10%

日帰り

36%

24%

16%

14%

9%

日帰り

56%

1泊 29%

2泊 10%

3泊～ 5%

来訪者調査の詳細はコチラから
https://www.visit-shizuoka.com/survey_report/

「来訪者調査」をご覧ください

初めて

10%

２～５回目

23%

６～９回目

7%

10回目以上

61%
家族(子供なし)

44%

ひとり

16%

家族(子供あり) 15%

恋人 11%

友人知人 9%

仕事関係 2% その他 2%

静岡市 22%

関東地方 17%

東海地方 14%

静岡県西部 12%

近畿地方 7%

自家用車 79%

JR在来線 13%

JR新幹線 12%

大井川鐡道 6%

路線バス（コミュニティバス） 6%

するがのおススメPOINTは「食・グル
メ」が引き続き約4割を占める。
新茶シーズン後も各市町の初夏イベン

トが来訪者を呼び込み、来訪者数は堅調
に推移。インバウンドでは前年同月に比
べ、欧米豪の来訪者数も増加。

海開きやかき氷など夏
のコンテンツ、各地の
夏祭り・花火大会が本
格化。中部地域全体で
県外や遠方からの来訪
者増加、回遊・宿泊需
要の高まりに期待。

2026 6

※集計値は2026年7月10日時点のデータ

宿泊 ¥0 

域内交通費 ¥433 

飲食 ¥1,598 

土産 ¥630 

その他 ¥406 

日帰り

今月計

前年同月差

※中部地域NPS

前年同月差

+1143

1

観光・レジャー

50%

気軽なお出かけ

36%
帰省・知人訪問 5%

出張・業務 3%

イベント 2%

その他
3%

宿泊費 ¥11,038 

域内交通費 ¥1,584 

飲食 ¥4,311 

土産, ¥3,052 

その他 ¥3,193 

宿泊

6月のポイント 7月は？

Web(施設) 34%

口コミ(SNS除) 23%

SNS 22%

旅行雑誌・ガイドブック 18%

Googleマップ 16%

宿泊

https://www.visit-shizuoka.com/survey_report/
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6月の来訪者数・宿泊者数は
週末に悪天候が重なる日が続き伸び悩み

2

宿泊者数が
前年同月比で減

欧米豪を中心に
前年同月比で増加

5月に続き前年比で
インバウンド増



多くの市町で推奨度が大幅に向上。グルメを最大
の魅力としつつ、紫陽花など、この時期ならでは
の自然や景観への評価の高まりが目立った。

例年開催されている茶氷プロジェクトがス
タート。海開きやの夏祭り・花火大会開催
による周遊効果に期待。

来訪者 ±10%以上
消費額 ±1,000円以上
NPS ±5以上

凡例 主要地の来訪者数
（人流データより）

平均消費額
（来訪者調査より）

推奨度（NPS）
（来訪者調査より）

3

6月のポイント

7月は？

来訪者数は減少したものの、宿泊費が大幅に増加し、
平均消費額は7市町で最高。

来訪者数は減少した一方、宿泊費・ツアー代を中心
に平均消費額が大幅に増加。

来訪者数は前年同月を上回った一方、ツアー代の減
少により平均消費額はやや低下。

来訪者数・平均消費額ともに大きく減少。今回の回
答では宿泊費・ツアー代の利用が確認されなかった。

来訪者数は前年同月を上回った一方、宿泊費の減
少により平均消費額はやや低下。

来訪者数はほぼ横ばいだったものの、宿泊費の減
少により平均消費額は前年同月を下回った。

来訪者数はやや減少したものの、宿泊費・飲食代・土
産代が伸び、平均消費額は増加。
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